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1 6年1 0月2 3日'於一関工業高等専門学校)　において､同題で発表した際の発表草稿に加筆したものである｡
21　20　19
林美一[3]前掲書参照｡高田衛『八犬伝の世界』(中公新書='昭Eg･1 1)参照｡『青砥藤綱摸稜案』後集の引用は'鈴木重三･徳田武編『馬琴中編読本集』第十三巻(平1 5･1 2､汲古書店)の影印による｡
[22]　『占夢南村後記』　の引用は､宮城県立図書館伊達文庫蔵本
による｡
[23]　拙稿　｢『女水溶伝』論I｢江戸の水新伝｣　のうち　ー　｣
(『国際文化研究科論集』第14号､平18･12)　参照｡
[24]　拙稿　｢『教訓いろは酔故伝』論　-　｢江戸の水済伝｣　のう
ち　-　｣(『国際文化研究科論集』第4号､平8･12)　参照｡
[25]　拙稿　｢魔星の行方　-　『忠臣水済伝』　の長編構想　-　｣
(『国際文化研究科論集』第12号､平16･12)　参照｡
(付記)
1　『南総里見八犬伝』本文の引用は､国立国会図書館蔵本によ
東北大学大学院　国際文化研究科論集　第十七ロ.I,
82 (13)
